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   This paper is a bibliographical survey of linguistic studies of the 

Arabic language in Japan. The following bibliography includes the 

studies concerning the usual linguistic domains, such as phonetics , 
phonology, morphology, syntax, semantics and studies on the Arabic 
writing system (including calligraphy), as well as those concerning 

Arabic traditional grammar, and the linguistic aspects of Arab society 

and Islamic culture, and also Arabic teaching materials. This survey is 

part of the research result of Survey of Arabic Studies Database 

(Research representative: Tetsuo Nishio), which was funded by a scien-
tific research grant from the Ministry of Education, Science, Sports, and 

Culture in Japan (Grant-in-Aid for Scientific Research: Grant No. 
09551008).
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1は じめに

本文献 目録は,日 本における明治以降のアラビア語に関する言語学的研究を網羅 し

た文献 目録であ り,平 成9～12年 度の文部省科学研究費補助金による研究 「国際アラ

ブ研究情報ネ ットワーク参画の基盤梼築 とアラブ電子百科事典システムの開発」(研

究代表者:西 尾哲夫,課 題番号:09551008)に よって構築したデータベースをもとに

している。狭い意味での言語学の研究分野である,音声学 ・音韻論 ・形態論 ・統語論 ・

意味論 さらには文字学はもとよisア ラブの伝統文法に関する研究や,ア ラブ世界

における社会や文化 と言語の関係に関する研究,よ り実用的な分野である辞書類や語

学教材などについても可能な限 り収録 した。

2最 近の研究動向

古くは漢籍の中国語,近世以降は南蛮渡来の事物によるポル トガル語やスペイソ語,

江戸期のナラソダ語などを通 して,ア ラビア語に起源を持つ多くの借用語が 日本語に

導入されて現在でも使われている。 しか しながら,学 問的な関心がアラビア語に向け

られるようになったのは,昭 和になってからのことである。戦前戦中の日本占領地域

にイスラム教徒が多かったため,イ スラム教への学問的関心の一部 としてアラビア語

にも幾分かの関心が向けられたが,日 本を代表するイスラム学者,井 筒俊彦のアラビ

ア語入門書に見るように,ア ラビア語 自体への言語学的関心とい うよりは,コ ーラン

をはじめとするアラビア語文献を読み解 くために必要な道具を開発するという面が強

かった。

1958年,戦 後の言語学において重要な意味を持つ著作が出版 された。ノーム ・チ ョ

ムスキーのr統 語構造』である(ク ロー ド・レヴィ・ス トロースのr構 造人類学』も

同年に出版 された)。 アメリカでは,構 造主義的な分析による研究やチ ョムスキーの

生成文法理論による研究があいついで発表されたが,そ の多くはアラビア語を母語と

する研究者の手になるものである。そのため,従 来のアラビア語研究の成果を新しい

枠組みで再提示す るだけであった り,生 成文法学派によるアラビア語研究の場合に見

られるように,古 典アラビア語の文法規則を変形文法的に読み替えるだけで満足した

り,ア ラブ古典文法の分析概念 との類似性を指摘するにとどま り,ア ラビア語文法に

関する新 しい知見を提示するものはほとんどなかった。
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日本の言語学界は,英 語の分析をめぐる研究に関 してはアメリカの学問的流行に敏

感であった し,東 京および大阪の外国語大学を中心にアラビア語研究が行われてきた

こともあって,一 般言語学的理論的な見地からは比較的自由な研究がなされてきた。

類型論,機 能文法,談 話分析などの言語の機能的記述に焦点をあてた研究に重心が移

動 してきたため,近 年は言語理論の動向を取 り込みながらアラビア語の文法特性に関

する新知見を提示する研究,現 地調査による研究,女 性語や言語ナショナリズムに関

する研究などのように広い視野か らのアラビア語研究が増えてきた。次に,世 界のア

ラビア語研究と関連 させながら,個 別の研究を見てみよう。

まずアラビア語を概観する上で重要な 『言語学大辞典』(三 省堂)は,日 本の言語

学の現状を示す画期的な仕事であるが,残 念ながらアラビア語に関する記述は一昔ま

えの研究水準にとどまってお り,高 階美行による現代方言分布図を除 くと最近の研究

成果はほとんど取 り入れ られていない。

アラブ伝統文法は,コ ーラソを正確に解釈 して暗記するための学問として発達 し,

後にはコーランの言葉をもとに生まれた古典 アラビア語を読み書きするための技術 と

して体系化された。学習者の記憶のため,で きる限 り簡便な文法規則を求めつづけた

アラブ古典文法家の態度が現在の変形生成文法 と類似する分析概念を生み出したこと

は,多 くの研究によって指摘されている。アラブ伝統文法に関する研究としては,文

法用語の内容を明らかに した内記(1968),現 代言語学か らの考察を行 った岡崎

(1991),中 江(1997b)の ものがある。アラブ伝統文法学が確立されて古典アラビ

ア語が規範化された11世 紀ごろを境に,口 語アラビア語あるいは地域方言の出現に

伴って,ア ラビア語は構造的な変質を見せた。池田(1968;1970a;1973)は ドグマと

して規範化される以前のアラブ文法学を通 して,コ ーランを代表とする前古典アラビ

ア語の実態にせまろうとする意欲的な研究である。同研究は,パ スラ学派 とクーファ

学派の二大文法学派の影響関係を明らかにした り,ア ラブ文法家の祖 とされるシーバ

ワイヒの記述から当時のアラビア語を再構成するといった最近の欧米での研究動向と

もつながっている。言語学的思想史一般のなかにアラブ伝統文法を位置付けようとす

る研究も近年盛んになってきたが,r言 語学大辞典』中の概説的著述があるのみであ

る。

膨大な碑文資料のデータベース化や考古学的調査による新発見によって,イ スラム

以前のアラビア語研究は近年盛んになってきたが,高 階(1984)は デダン語とみなさ

れてきた碑文を整理して真性のデダソ語 とみなせるものと疑わ しいものに分類した労

作である。アラビア文字の起源について,蔀(1988)は 南アラビア語との関連で議論
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する。また川床(1992)は 発掘された文書をもとに初期アラビア語の数字をめぐる書

記法に関 して考察する。

アラビア語の歴史言語学的研究は,当 時の言語事実を明らかにする資料がほとんど

ないためにあまり進展 してこなかった。福原(1974)は,セ ム語比較言語学の立場か

らアラビア語の歯音の通時的変化を考察する。西尾(1991),Nishio(2000)は,ヘ

ブライ文字で書かれたユダヤ ・アラビア語のゲニザ文書に基づく中世の 口語アラビア

語研究である。Nishio(1996c)は 様々な資料をもとに,エ ジプ ト方言の特異な疑問

詞後置構文の通時的変化を考察する。Yoda(2000b)は 北アフリカ方言の母音体系に

関する通時的変化の過程を類型化 し,そ れによる方言分布を説明する。古典アラビア

語の統語構造の通時的変化に関してはほとんど関心がはらわれてこなか ったが,森 口

(2001a)は 条件文の変化を探る野心的な研究である。

次に共時的な文法研究に目を向ければ,こ れまでのアラビア語研究では,弱 動詞の

母音交替の規則化などのように形態論的(あ るいは形態音韻論的)研 究が主流であ り,

最新の音韻理論による研究もさかんである。 しか し,統 語理論や文 レベルをこえたテ

キス ト意味論の隆盛にお うじて,ア ラビア語の統語論やディスコース分析がさかんに

行われるようになった。伴(1986)は 否定語の用例 と機能について古典 アラビア語資

料を博捜 した研究である。西尾(1989a),近 藤(1999)は 動詞のテソス ・アスペクト

体系についてとくに統語的環境 との関連から考察 した ものであ り,Nishio(1988a)

はモーダリティーの研究である。上記の西尾の研究は両者ともにコーラソを分析対象

とし,前 古典アラビア語を代表するコーラソのアラビア語の段階では,古 典アラビア

語 とは異な る動詞体系が機能 していた ことを論証 しようとした ものであ り,

Nakamichi(1999)も コーランをもとに接続詞の機能を文をこえた談話 レベルか ら考

察する。榮谷(1998b;1999),Kondo(2001)は 現代アラビア語を対象としてお り,

文をこえた レベルからそれぞれ名詞の定性や完了形の否定の問題に関 して新たな知見

を提示 している。

最近の研究の特徴は,文 献を渉猟 した上での豊富な実例をもとに統計的分析をして

いることと,言 語による認識構造の分析までせまろ うとすることである。人間が言語

によって外界を認識 し表現している以上,言 語の分析を通して話 し手が抱 く世界認識

の構造を明らかにできるはずである。井筒俊彦の代表的研究であるIzutsロ(1959)

は,コ ーラソで使用されている特定語彙の意味構造を分析することによって宗教的世

界観を抽出しようとした画期的な仕事であった。 しか し最近の意味論の展開か ら見る

と,対 立や分布などの手法によって,特 定の語彙が有する意味体系を分析する構造主
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義的意味論 にはおのずか ら限界があ り,proto-type意 味 論や認識言語学 な どの知見 を

もとに,井 筒 の成果 を再検討 してみ る必要があ るだ ろ う。Nishio(1996)は フ ィール

ド調査 の成果を も とに ワーデ ィに暮 らす アラブ遊牧 民の空 間認 識の構造 を明 らか に

し,そ れ に基 づ く彼 らのメタフ ァー的世界観 を分析 してい る。

国際 ア ラビア語方言学会(AIDA)の 設 立 と活発 な議論 に見 られ る よ うに,フ ィー

ル ド調査 に基 づ く方言 研究 は近年 と くに さかん に な って い る。Nakano(1982),

Nishio(1992c;1994)な どは貴重 な研究 である。Nutahara(1982),清 水(1991)も

文 化人類学的 な関心か らの貢献であ る。

言 語 と民族 ・国家 に関わ る問題は,エ ス ニシテ ィー,言 語 ナシ ョナ リズ ム,言 語政

策な どともか らみ あい,言 語学(言 語社 会学)だ けで な く民族学(文 化人類学),地

域研 究な どをふ くめた学際的研 究テ ーマ とな ってい る。 サ ーレ(1998,1999)は 日本

におけ る国語 の形成過程 との比較か らと くにエジプ トにおけ る言語 ナシ ョナ リズムの

歴史 を論 じた。欧米 での研究が十分に フォローされ ていないことが残念ではあるが,

日本 語が提示す る問題意識を取 り込んだ,エ ジプ ト人 による 日本語の著 作 とい う意味

で貴 重な貢献 であ る。Nishio(2001)は,ア ラブ民族 の成立や イス ラム的文 明語 とし

ての アラビア語 の特性 とか らめつつ,ア ラブ世界 におけ る言語 ナシ ョナ リズムの問題

を広 い視 野か ら論 じた。

日本における近年 のアラ ビア語研究は,国 際的 な研究動 向と問題意識 を共 有 しなが

ら重 要な貢献 を しているが,そ の土台にはOh(1997),Bouslama(1999),Wahbaand

Miller(1997)を は じめ とす る海外研究者 との活発 な学術交流があ ることを指摘 してお

きたい。日本の アラビア語研 究が世界 レベルの重要な貢献 をする ようになった一方で,

い まだに包括 的な 日本語 によるアラビア語 の辞 書がない とい う状況を考 え るとき,ア

ラビア語 と日本語 の対照研究をふ くめた研 究が もっ となされ るべ きであろ う。

なお,以 下 の文献 目録 を作成 す るにあた り,『 日本におけ る中東 ・イ スラーム研究

文献 目録一1868-1988年 』(ユ ネス コ東アジア文化研究 センター,1992)お よび同書

のナ ソライ ソ検索(http:〃www.toyo-bunko.or.jp/OnlineSearch/lslamME.htm1)を 参

照,利 用 させ ていただいた。
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Iguider, Youssef and Yasuhara, Makoto (1996) "An active recognition of handwritten isolated
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